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◇定時総会

◇新役員紹介・理事長挨拶

◇役員への感謝状

◇会員在籍二十年および十年表彰者ご紹介

◇互助会総会・互助会長挨拶

◇お知らせ ほか

会員数 676名
男性 453名 女性 223名
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令
和
四
年
五
月
二
十
七
日
に
今
年
度
も

コ
ロ
ナ

感
染
症

の
影
響
に
よ
り
縮
小
と
は
な
り
ま
し
た
が
、

高
山
市
民
文
化
会
館
に
お

い
て
公
益
社
団
法
人
高

山
市

シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
定
時
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

第

一
号
議
案

令
和
三
年
度
事
業
報
告
の
作

第
二
号
議
案

令
和
三
年
度
収
支
決
算
報
告
の
作

監
査
報
告

第
二
号
議
案

理
事
十
五
名
選
任
の
件

第
四
号
議
案

監
事
二
名
選
任
の
件

第
五
号
議
案

理
事
長
に
対
す
る
権
限
委
任
の
件

以
上
す
べ
て
の
議
案
に
お
い
て
無
事
に
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
理
事
会
が
開
催
さ
れ
理
事
長

・
副
理
事
長
二
名

・
常
務
理
事
が
選

任
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

理
事
長

大
　
家
　
　
　
忠

会
員
の
皆
様
、
こ
の
度
理
事
の
方
々
の
各
段
の
ご
支
援
を
得
ま
し
て
、
由

緒
あ
る
高
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
理
事
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
ど

う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
ｔ

コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
日
々
が
長
期
化
し
、
当
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
も
悪
影
響

が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
特
別
な
規
制
も
解
除
さ
れ
、
市
内
を
訪
れ
る
観
光
客
や
修
学
旅
行
生
も

徐
々
に
増
え
始
め
、元
気
な
い
つ
も
の
「観
光
都
市
飛
騨
高
山
」の
姿
に
一戻
り
つ
つ
あ
る
感
が
す
る
昨
今
で
す
）

こ
の
こ
と
は
今
年
度
の
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営
に
も
大
き
く
影
響
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
大
変
嬉
し

く
思
っ
て
い
る
次
第
で
ｔ

申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
定
年
退
職
者
な
ど
の
高
齢
者
の
就
業
機
会
を

確
保
す
る
た
め
、
昭
和
六
十

一
年
改
正
の
高
齢
者
雇
用
安
定
法
で
明
文
化
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
当
セ
ン

タ
ー
は
、
平
成
元
年
四
月
社
団
法
人
と
し
て
市
を
は
じ
め
関
係
機
関
の
期
待
も
あ
ら
た
に
発
足
い
た
し

ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
の
大
合
併
と
言
わ
れ
た
市
町
村
合
併
に
伴
い
、
大
き
な
組
織
と
な
り
就
業
や
ボ
ラ
ン

テ
イ
ア
を
通
し
て
共
助
の
関
係
を
深
め
な
が
ら
、年
々
事
業
内
容
を
充
実
し
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
こ

と
は
、
偏
に
会
員
の
皆
様
、
役
員
の
皆
様
、職
員
の
皆
様
方
の

一
方
な
ら
ぬ
努
力
の
賜
物
と
厚
く
敬
意
と

感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
ｔ

今
や
「人
生
百
年
時
代
」
い
か
に
健
康
を
長
持
ち
さ
せ
、
会
員
の
皆
様
相
互
の
絆
を

一
層
深
め
経
験
豊

か
な
知
恵
と
技
術
を
社
会
貢
献
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
を
大
き
な
目
標
と
し
て
お
り
ま
ｔ

そ
し
て
未
来

に
繋
が
る
高
山
市
政
発
展
に
貢
献
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
砲

会
員

一
人

一
人
が
仲
間
と
共
に
今
ま
で
や
っ
て
こ
な
か
っ
た
仕
事
に
携
わ
り
な
が
ら
、
思
わ
ぬ
喜
び
や

発
見
を
通
し
て
、健
康
と
生
き
が
い
を
一層
高
め
る
場
と
し
て
皆
で
楽
し
く
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
ま
つ
。

私
も
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
役
員
の
皆
様
方
と
共
に
当
セ
ン
タ
ー
が
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
組
織

に
な
っ
て
い
く
よ
う
に
精

一
杯
頑
張
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
砲

私
達
は
、
今
が
人
生
で

一
番
幸
せ
な
時
だ
か
ら
き
つ
と
夢
が
叶
え
ら
れ
ま
ｔ

む
す
び
に
、去
る
六
月
五
日
、
御
浄
土
へ
と
旅
立
た
れ
ま
し
た
前
理
事
長

梶
井
正
美
様
の
御
生
前
の

御
活
躍
と
御
指
導
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
心
か
ら
御
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　

本
口
掌

理

事

長
　
大
家
　
　
忠

（高
根
）

副
理
事
長
　
山
岡
　
士
口
男

（高
山
）

副
理
事
長

森
下
　
　
誠

（高
山
）

常
務
理
事
　
寺
阪
　
　
毅

（事
務
局
長
）

理
　
　
事

森
　
美
智
子

（高
山
）

理
　
　
事
　
楢
本
　
洋
子

（高
山
）

理
　
　
事
　
下
木
戸
幸
男

（丹
生
川
）

理
　
　
事
　
松
葉
　
晴
彦

（清
見
）

理
　
　
事
　
大
江
　
伸
司

（
一
之
官
）

今
井
　
哲
夫

（久
々
野
）

森
下
　
順
子

（朝
日
）

牛
丸
　
吉

一

（国
府
）

前
畑
　
敏
政

（国
府
）

大
澤
　
猛
士

（荘
川
）

山
本
さ
な
み

（上
宝
）

上
木
　
順
三

岩
野
　
照
和

監 監 理 理 理 理 理 理

事 事 事 事 事 事 事 事

就
任
に
あ
た
り
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警
醤
童 地
二 域

様

今
年
度
も
縮
小
定
時
総
会
の
た
め
、
総
会
で
の
感
謝
状

お
よ
び
表
彰
状
の
授
与
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
次
の

方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

《
感
謝
状
進
呈
》

長
年
理
事
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
今
期
で
退
任
さ
れ
た
理

事
の
方
々

梶
井
　
正
美

様

全
局
山
）

平
成
二
十
年
よ
り
永
き
に
わ
た
り

（七
期
）
高
山

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
理
事
長
と
し
て
、

ま
た
、
公
益
社
団
法
人
岐
阜
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会
の
副
会
長
と
し
て
も
ご
活
躍

・
貢

献
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
井

　

一
夫

様

（丹
生
川
）

平
成
二
十
六
年
よ
り
長
き
に
わ
た
り

（
四
期
）
丹

生
川
地
域
の
理
事
と
し
て
貢
献
い
た
だ
き
ま
し
た
。

相
田
　
政
博

様

（清
見
）

平
成
二
十
六
年
よ
り
長
き
に
わ
た
り

（
四
期
）
清

見
地
域
の
理
事
と
し
て
貢
献
い
た
だ
き
ま
し
た
。

《
表
彰
状
贈

呈
》

シ
ル
バ
ー
の
会
員
と
し
て
長
年
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
方
々

在
籍

二
十
年

の
方

々
　
　
か
な
順

（高
山
地
域
）

小
畑
ま

い
子

様
　
　
保
木
　
新

一
様

在
籍
十
年
の
方
々
　
　
か
な
順

（高
山
地
域
）

垣
内
　
末
三

様

小
島

　

孝

様

杉
崎
　
正
樹

様

田
中
　
勝
治

様

水
田
　
　
］県
様

吉
山
な

つ
子

様

（国
府
地
域
）

尾
崎
　
幸
枝

様

反
中
　
和
子

様

（丹
生
川
地
域
）

岩
茸
よ
し
江

様

溝
上
　
清
弘

様

（荘
川
地
域
）

向
田

弘

様

∃
Ｇ
〓
フ
４

一

（久
々
野
地
域
）

田
中
　
文
子

様

栗
谷

　

賢

様

小
島
　
正
人

様

高
原

芳
邦

様

洞
口
　
幸
男

様

山
田
　
】具
之

様

和
座
　
勝
典

様

高
桑

克
仁

様

政
井
　
博

一
様

小
笠
原
貞
夫

様

中
井
東
美
冶

様

六
月
二
日
号
週
刊
誌

『女
性
セ
ブ

ン
』
に
全
国
で

元
気
に
働
く
高
齢
者
を
紹
介
し
た
中
で
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
人
々
の
姿
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し

」に
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

《
八
十
才
を
元
気
に
超
え
ら
れ
る
人
八
十
才
ま
で
に

病
に
斃
れ
る
人
＝
決
定
的
な
差
が
分
か

っ
た
》

全
国
的
に
も
高
齢
者
の
働
き
方
お
よ
び
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
働
き
方
等
に
注
目
が
あ

つ
ま

っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

シ
ル
バ
ー
で
働
く
こ
と
に
よ
り

。
ま
す
ま
す
元
気
に
な

っ
た

。
培

っ
た
能
力
の
活
用

・
未
知
の
分
野
の
仕
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
た

・
収
入
目
的
か
ら
仕
事
が
生
き
が
い
に

。
年
代
の
違
う
人
と
の
交
流
が
若
々
し
く
い
ら
れ
る

。
働
き
が
い
が
後
押
し
し
、
社
会
参
加
も
実
現

○
働
く
こ
と
が
生
き
が
い
。
頼
り
に
さ
れ
る
喜
び
等

が
健
康
寿
命
を
延
伸
し
、
医
療
費
の
削
減
に
も

つ

な
が
り
社
会
も
う
る
お
う
。
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會
晏
国
恩
§

令
和
四
年
度
シ
ル
バ
ー
会
員
互
助
会
総
会
が
す
べ
て

の
議
案
お
よ
び
報
告
に
お
い
て
無
事
に
承
認
さ
れ
終

了
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い

た
し
ま
す
。

第

一
号
議
案
　
令
和
三
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

第
二
号
議
案

令
和
三
年
度
収
支
決
算
報
告
に

つ
い
て

監
査
報
告

報
告
事
項

一　
令
和
四
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

報
告
事
項
二
　
令
和
四
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

◎

手
筒
花
火
大
会
翌
日
の
会
場
周

辺
清
掃

８
月
　
大
会
翌
日
に

◎
街
並
み
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

９
月
下
旬
～
１０
月
に
　
東
山
寺
院

群

◎

地
域
清
掃
活
動

（祭
り
地
域
）

秋
の
高
山
祭
前
後
に

◎

秋
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

１０
月
下
旬
～
Ｈ
月
上
旬
に

◎

令
和
４
年
度
　
会
員
の
集
い

令
和
５
年
２
月
初
旬
に

※
開
催
の
可
否
は
状
況
を
勘
案
し

追
っ
て
連
絡
し
ま
す
。

ご
挨
拶

互
助
会
長

森

廻
り
の
山
々
は
緑
が
い
っ
そ
う
濃
く
な
り
、
梅
雨
も
明
け
、
い
よ
い

よ
夏
本
番
の
候
と
な

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
に
は
つ
つ
が
な
く
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

私
こ
と
、
こ
れ
ま
で
の
二
年
間
に
引
き
続
き
互
助
会
長
を
勤
め
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

二
年
前
の

『
こ
だ
ま
五
五
号
』
の
挨
拶
文
の
中
で
、
当
地
域
は
幸

い

に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者

「ゼ
ロ
」
と
記
し
て
ま
す
。
と
こ
ろ
が

そ
の
後

コ
ロ
ナ
に
振
り
回
さ
れ
続
け
て
こ
の
二
年
間
、
あ
れ
よ
あ
れ
よ

と
の
間
に

「
二
八
〇
〇
人
超
」
の
感
染
者
が
拡
が
り
、
我
々
の
暮
ら
し

の
在
り
様
も
変
わ
り

「新
し
い
生
活
様
式
」
な
る

一
言
で
、
夫
々
の
行

動
が
相
当
制
限
さ
れ
た
り
、
活
動
の
自
粛
要
請
が
求
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
。こ
ん
な
世
相

の
中
、
互
助
会

の
活
動
も
予
定
通
り
に
運
営

で
き
ず
、

皆
様
か
ら
の
会
費
も
十
分
に
活
用
還
元
し
き
れ
な

い
状
況
が
続

い
て
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
収
束
の
め
ど
が

一
向
に
つ
か
な
い
中
で
す
が
、
互
助
会
と
し

て
は
皆
様
の
思
い
を
く
み
取
り
し
、
広
域
な
高
山
市
、
市
内
中
心
部
ま

で
車
で

一
時
間
を
超
え
る
支
所
地
域
も
あ
り
ま
す
が
、
何
と
か

一
人
で

も
多
く
参
加
ま
た
出
席

い
た
だ
け
る
様
な
行
事
を
立
案
計
画
し
た
い
と

思

っ
て
い
ま
す
。

す
す
ん
で
参
加
し
会
員
同
士
や
仲
間
と
楽
し
く
語
り
合
う
事
で
、
心

身

の
栄
養
の
素
と
し
た
り
健
康
維
持
の

一
助
に
で
き
る
と
思
い
願

っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
積
極
的
な
ご
参
加
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

お
詫
び春

の
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

（
六
月
六
日
）
は
、
天
候
不
順

に
よ
り
中
止
と
し
ま
し
た
が
、
商
品
な
ど
準
備
済
み
な
の
で
ど
こ

か
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

チエブクロー
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熱
中
症
に
注
意
！

今
年
の
夏
も
猛
暑
が
続
い
て
い
ま
す
。

注
意
し
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い

①

暑
さ
を
避
け
る

・
室
内
で
は
扇
風
機

・
エ
ア
コ
ン
を

上
手
に
活
用

・
屋
外
で
は
日
傘
や
帽
子
活
用

・
通
気
性
の
良
い
服
装

②

水
分
補
給

・
の
ど
の
渇
き
を
感
じ
な
く
て
も
定

期
的
に
水
分

・
塩
分

・
ス
ポ
ー
ツ

ド
リ
ン
ク
を
と
る

正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
て
熱
中
症

に
よ
る
健
康
被
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

シ
ル
バ
ー

で
は

『
熱
中
症
見
舞
制

度
』
に
加
入
し
て
お
り
ま
す
。

万
が

一
就
業
中

に
熱
中
症

の
症
状

が
あ
り
受
診
さ
れ
た
方
は
事
務
所
ま

で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

使
用
し
な
く
な

っ
た

『株
』

会
員
募
集
中
！
‐

タ

ン

ス
に
い眠
ま つ
せて
ん
か
?

今
年
は
三
年
ぶ
り
に
春

の
高
山
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

あ

い
に
く
の
雨
と
は
な
り
ま
し
た
が
、

徐
々
に
元
の
生
活
に
戻
り

つ
つ
あ
り
ま

す
。シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
祭

り
の
警
護

。
人
足
な
ど
お
引
き
受
け
し

て
お
り
ま
す
が
、
年
々
、
警
護
に
で
ら

れ
る
方

（袢
を
持

っ
て
い
る
方
）
が
減

り
、
せ

っ
か
く
受
注
を

い
た
だ
い
て
も

お
断
り
し
て
い
る
の
が
現
実
で
す
。

そ
こ
で
、
も
し
も
使
わ
な
く
な

っ
た

袢
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
お
譲
り
い
た
だ
け
ま
せ

ん
で
し
よ
う
か
。

少
し
で
も
市
民
の
皆
様
の
期
待
に
お

応
え
で
き
、
そ
し
て
会
員
の
就
業
に
つ

な
が
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

（
６０
歳
以
上

の
方
）

高
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
本

所

（森
下
町
）
で
は
毎
週
水
曜
日
午
後

１
時
か
ら
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

説
明
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

シ
ル
バ
ー

っ
て
ど

ん
な
と

こ
ろ
だ

ス
マ
つ
。

健
康

の
た
め
に
体
を
動
か
し
た

い
。

地
域
の
仲
間
づ
く
り
を
し
た
い
方
。

週

に
１
～
３
日
短
時
間
の
仕
事
が

し
た
い
。
　

な
ど

国
府

・
丹
生
川

・
久
々
野
地
域
に
つ

い
て
は
各
事
務
所
に
お
い
て
毎
日
受
付

で
き
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ

ぃ
。　
　
　
　
　
　
　
　
サ
‐７

ご
家
族
や

お
友
達
を

ご
紹
介

く
だ
さ
い



ま 令和 4年 7月 〔6〕

今後の配分金支払日

就 業 月 支 払 日 就 業 月 支 払 日

令和4年 6月分 令和4年 7月 15日 (金 ) 11月分 12月 15日 (木 )

7月分 8月 15日 (月 ) 12月分 令和5年 1月 16日 (月 )

8月分 9月 15日 (木 ) 缶口5年 1月分 2月 15日 (水 )

9月分 10月 14日 (金 ) 2月分 3月 15日 (水 )

10月分 11月 15日 (火 ) 3月分 4月 14日 (金 )

皆
様
が
ご
提
出
く
だ
さ

っ
た
就
業
報
告
書
を
集
計
し
、

配
分
金
を
お
支
払
い
い
た
し
ま
す
。

お
仕
事
が
終
了
次
第
速
や
か
に
就
業
報
告
書
を
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

お

一
人
で
も
遅
れ
ま
す
と
、
全
員
の
支
払
に
影
響
を
及

ぼ
す
可
能
性
が
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

園 地 鴨
現在シルバーの会員さんは、「個人事業主」として取り扱われているため、皆さんにお支

払いしている『配分金』には消費税が含まれています。(請負事業)

発注者へ請求

配分金として会員さんへ支払 シルバーの事務費

令和 5年 10月 1日 から消費税の仕入税額控除の方式は適格請求書等保存方式
になります。 (イ ンボイス制度)

泉

悼

十

四
年
間
と
∵
り
、
長
き
に
わ
た
り

理
事
長
と
ｔ
て
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
ｔ

た
梶
井

工
美
様
が
去
る
大
月
二
月
に

ご
遊
去
さ
れ
ま
ｔ
た
。

饉
ん
で
ご
兵
れ
を
お
祈
，
申
ｔ
上
げ

ま
す
。

森
　
美
智
子

森
下
　
順
子

山
本
さ
な
み

楢
本
　
洋
子

（
口

同

ヽ

　

●

今
回
広
報
委
員
は
女
性
ば
か
り
の
メ
ン

バ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

女
性
な
ら
で
は
の
発
信
が
出
来
た
り
、
ま
た
、

コ
ロ
ナ
禍
の
窮
屈
な
生
活
を
し
い
ら
れ
て
い
る

会
員
の
皆
様
の
新
た
な
気
づ
き
や
原
動
力
を

作
っ
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

事務費 7%就業に対する対価 + 消費税 10%


